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平
塚
市
の
今
後
の
展
望

坂

間 

正

昭 
議
員

■女性差別撤廃条約選択議定書の批准を 求める意見書

　 女性差別撤廃条約選択議定書は、 女性差別撤廃条約の実効性を高

めるために、１ ９ ９ ９ 年に国連総会で採択さ れた付属の条約であり 、

女性差別撤廃条約の締約国１ ８ ９ か国中、 １ １ ５ か国が選択議定書

を批准しているが、 わが国はまだ批准していない。 選択議定書は、

個人通報制度と 調査制度の二つの手続を定めており 、 批准によ り 、

国際的な人権基準に基づき女性の人権侵害の救済や、 性別による不

平等をなく すための効力が強まるこ と が期待さ れる。 国連の女性差

別撤廃委員会は、 日本政府に対し、 選択議定書の批准を繰り 返し勧

告し ており 、 第５ 次男女共同参画基本計画では、「 選択議定書につ

いては、 諸課題の整理を含め、 早期締結について真剣な検討を進め

る 」 と 明記さ れていると こ ろである 。 国においては、 こ の状況を真

摯に受け止めて、 男女平等を実現し 、 全ての人が尊重さ れる社会を

作るために、早急に選択議定書の批准に向けて動き出すべきである。

　 よって、 平塚市議会は国に対し、 選択議定書を批准するよ う 強く

要望する。

　 議員から 、 次の意見書が提案さ れ、 賛成

多数で可決し まし た。 ホームページにも 掲

載し ています。

し た可 決

意見書

総
括

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
13
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
長

　
関
係
機
関
や
平
塚
・
カ

ウ
ナ
ス
交
流
推
進
委
員
会
と
連

携
し
、
学
校
間
交
流
を
は
じ
め

と
す
る
教
育
分
野
を
中
心
に
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
な
ど

の
幅
広
い
分
野
で
姉
妹
都
市
交

流
を
進
め
て
い
く
。

問
　
日
産
自
動
車
へ
の
対
策
を

伺
う
。

市
長

　
日
産
自
動
車
及
び
日
産

車
体
か
ら
の
正
確
な
情
報
収
集

を
行
い
、
雇
用
問
題
、
関
連
企

業
や
市
民
へ
の
影
響
に
対
す
る

支
援
な
ど
を
考
え
て
い
く
。

市

長

４

期

目

の 

折

り

返

し

問
　
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
生

か
す
市
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
長

　
子
育
て
支
援
を
は
じ

め
、
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
人
と
人
と
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
、
本
市
の
魅
力
を
生
か
し

た
施
策
に
弾
み
を
つ
け
、
前
に

進
め
て
い
く
。

問
　
ひ
ら
つ
か
シ
ー
テ
ラ
ス
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
や
レ

ス
ト
ラ
ン
棟
、
右
折
帯
設
置
の

工
事
を
順
調
に
進
め
て
い
る
。

問
　
平
塚
市
水
産
物
地
方
卸
売

市
場
の
今
後
を
伺
う
。

市
長

　
昨
年
11
月
に
協
議
会
か

ら
再
整
備
に
関
す
る
提
案
が
あ

り
、
庁
内
で
検
討
し
た
。
事
業

者
選
定
に
は
公
平
性
、
公
正

性
、
透
明
性
の
確
保
が
必
要
と

判
断
し
、
今
後
は
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
広
く
事
業
者

を
募
り
、
周
辺
施
設
を
含
む
再

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
カ
ウ
ナ
ス
市
と
の
今
後
の

交
流
に
つ
い
て
伺
う
。

社
会
教
育
施
設
の 

在

り

方

問
　
中
央
公
民
館
の
今
後
の
展

開
を
伺
う
。

市
長

　
４
月
に
庁
内
検
討
組
織

を
立
ち
上
げ
、
ホ
ー
ル
な
ど
将

来
的
に
必
要
な
機
能
や
規
模
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　
ラ
ス
カ
平
塚
に
あ
る
駅
の

図
書
室
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

市
長

　
１
日
に
約
３
０
０
人
の

利
用
が
あ
る
。

問
　
代
替
施
設
で
は
な
く
、
継

続
的
な
使
用
が
可
能
か
伺
う
。

社
会
教
育
部
長

　
中
央
図
書
館

の
工
事
終
了
後
も
活
用
を
前
提

に
、
閲
覧
席
や
図
書
の
充
実
を

清
風
ク
ラ
ブ

市
制
施
行
１
０
０
年
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

野

崎 

審

也 

議
員

図
り
、
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

神
奈
川
大
学
湘
南 

ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス 

跡

地

利

活

用

問
　
地
区
計
画
に
よ
る
新
た
な

土
地
利
用
の
進
め
方
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長

　
平
塚
市
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
後
に

事
業
者
と
地
域
の
人
と
の
協
議

に
よ
り
、
地
区
計
画
の
原
案
が

市
へ
申
し
出
さ
れ
、
手
続
き
に

入
る
。
そ
の
後
、
市
が
地
域
説

明
会
の
開
催
や
縦
覧
、
都
市
計

画
審
議
会
へ
諮
問
な
ど
を
行

い
、
地
区
計
画
が
決
定
す
る
。

問
　
住
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

共
有
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長

　
市
が
地
域
と

大
学
、
組
合
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
り
、
調
整
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

平
塚
市
小
規
模
特
認
校

問
　
土
屋
小
学
校
を
指
定
し
た

背
景
や
経
緯
、
特
色
を
伺
う
。

教
育
長

　
今
後
さ
ら
に
小
規
模

化
が
進
み
、
教
育
活
動
に
制
限

が
生
じ
る
可
能
性
を
課
題
と
捉

え
、
協
議
を
進
め
指
定
し
た
。

特
色
は
、
地
域
と
連
携
し
た
体

験
活
動
や
、
認
め
合
い
・
学
び

合
い
・
高
め
合
い
の
学
習
へ
の

取
り
組
み
方
が
あ
る
。
ま
た
県

内
初
の
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
認
証
校
で
あ

り
、
全
校
で
取
り
組
み
を
進
め

な
が
ら
、
全
員
が
幸
せ
に
な
れ

る
学
校
を
目
指
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問

　
介
護
予

防
か
ら
介
護
認
定
　
滞
在
型
市

民
農
園
（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
）
構
想
　
消
防
団
の
活
動
強

化

ま
ち
づ
く
り
の
根
源
は 

人
づ
く
り
・
財
づ
く
り

問
　
大
幅
に
見
直
し
た
職
員
採

用
試
験
の
内
容
と
目
的
、
背

景
、
期
待
さ
れ
る
効
果
を
伺

う
。

副
市
長

　
少
子
化
の
進
展
に
伴

う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど

を
背
景
に
、
人
材
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
は
早

期
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
の
新
設
や
受

験
可
能
年
齢
の
引
き
下
げ
、
採

用
候
補
者
名
簿
の
登
載
期
間
延

長
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

進
め
、
本
市
の
未
来
を
担
う
優

秀
な
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
。

問
　
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を

見
据
え
、
市
長
が
考
え
る
本
市

の
人
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　
本
市
は
歴
史
や
文
化
が

あ
る
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
あ

る
。
ま
ず
は
職
員
が
市
に
愛
着

を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
や
行
動
に
加
わ
り
、
ま
ち
を

愛
す
る
気
持
ち
を
政
策
と
し
て

表
す
風
土
や
組
織
づ
く
り
が
、

１
０
０
周
年
に
向
け
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
力
に

な
る
と
考
え
る
。

問
　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で

は
過
去
最
高
の
税
収
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
要
因
や
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。

総
務
部
長

　
賃
金
上
昇
に
伴
う

個
人
所
得
の
増
加
や
定
額
減
税

の
終
了
な
ど
に
よ
り
個
人
市
民

税
が
大
幅
に
増
加
す
る
ほ
か
、

企
業
の
業
績
回
復
や
積
極
的
な

投
資
な
ど
に
よ
り
、
法
人
市
民

税
や
固
定
資
産
税
も
増
収
と
な

る
な
ど
、
過
去
最
大
の
税
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

問
　
将
来
に
向
け
た
税
源
の
確

保
策
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長

　
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
大
神
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
や
本
社
移
転
な
ど
、
本
市

の
強
み
を
生
か
し
た
経
済
活
性

化
策
や
雇
用
の
確
保
な
ど
の
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
市
長
に
よ
る
企
業
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
お

り
、
取
り
組
み
が
実
を
結
び
形

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
持
続

的
、
効
果
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

花
水
河
口
の
石
碑

問
　
景
勝
地
で
あ
る
花
水
河
口

の
市
有
地
に
、
90
年
前
に
建
て

ら
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
石
碑
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
石
碑

は
、
昭
和
10
年
に
神
奈
川
新
聞

社
の
前
身
で
あ
る
横
浜
貿
易
新

報
社
か
ら
県
下
名
勝
史
蹟
45
佳

選
と
し
て
当
該
地
を
選
定
、
建

立
し
、
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
当
該
地
は
海
岸
河
川
に
隣

接
し
て
い
る
た
め
、
台
風
や
大

雨
な
ど
の
影
響
も
留
意
し
な
が

ら
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

異
次
元
の
少
子
化
対
策 

出
会
い
の
機
会
の
促
進

問
　
昨
年
は
結
婚
を
希
望
す
る

人
へ
の
支
援
を
行
い
、
今
年
は

さ
ら
に
出
会
い
の
機
会
を
促
進

す
る
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長

　
県
の
結
婚
支

援
事
業
「
恋
カ
ナ
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
加
を
希
望
し
、
今

年
度
中
の
市
内
開
催
に
向
け
て

場
所
や
時
期
、
人
数
な
ど
を
県

と
調
整
し
て
い
る
。

働
き
な
が
ら
子
育
て

問
　
駅
周
辺
地
区
の
認
可
保
育

所
設
置
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

　
入
所
申

し
込
み
数
や
人
口
分
布
な
ど
地

域
の
特
徴
を
含
め
、
少
子
化
と

　 市議会ホ ームページ で

は、 こ れまで発行し たひら

つか議会だよ

り をご覧いた

だけます。

過去に発行し た議会だより
そ
の
進
行
を
見
据
え
て
、
整
備

な
ど
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
保
留
児
童
も
多
く
、
駅
周

辺
地
区
の
保
育
所
の
充
実
は
急

務
で
あ
る
。
地
域
社
会
で
園
児

を
暖
か
く
見
守
り
育
て
て
い
く

環
境
づ
く
り
が
大
変
重
要
だ

が
、
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

　
議
員
指

摘
の
と
お
り
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
見
守
り
、
支
え
、
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。


